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(
g

五
四)

雜
錄
英
阈
殺
物
市
場
の
史
的
考
察

第
三
號

5

0

り
居

6
し
か
會
所
の
名
目
も
記
入
せ
ら
れ
た
き
旨

兩
鈕
ょ
り
願
出
で
た
ト
。
か
く
記
入
せ
ら
る
る
時
は
他

國
に
流
®
せ
る
場
合
に
そ
の
流
通
高
の
，增
加
す
る
時
は

自
然
各
組
の
面
目
に
も
關
す
：る
故
、
；«
礼
會
所
の
名
を

出
し
く
る
、
樣
願
出
で
た
る
な
.

C
V
O

こ
れ
八
年
十
月
に

紀
州
藩
に
宛
て
、
の
上
書
な
ら
o 

V 
J

れ
' に
對
し
奉
行
所

は
異
議
な
く
許
し
、
卑
速
こ
れ
が
實
行
に
ミ
り
か
、
^.

り

。
か
.,

る
上
_
を
呈
出
す
る
迄
他
國
.の
流
通
高
の
高

額
に
上—

る
：i
を
薆
へ
た
る
は
無
理
な
ら
ぬ
こ
ど
に
し
て

I
れ
鈒
礼
の
紀
州
髒
ょ
ド
拜
借
せ
&
ヒ
い
ふ
が
故
に
苦

痛
な
り
し
な
ら
。
文
_政
八
年
1:
>
聲
九
年
に
か
け
て
、

乙
の
他
國
流
通
に
關
す
る
問
題
に
：つ
&
、
屢
々
紀
州
、

京
都
並
に
大
坂
の
間
に
手
紙
の
往
復
ぁ
b
た
b

:°
文
政

九
年
松
坂
の
三
井
則
右
銜
門
高
臣
.、
;:
:乾
市
右
衞
門
>
泉

：

常
右
衛
門
に
宛
て
た
る
孕
輸
に
.

-

鈒
礼
追
々
通
用
宜
敷
御
領
分
は
勿
論
他
領
南
都
迄
も 

御
拜
借
願
來
h
.礼
數
窩
相
佾
候
に
付
藤
堂
家
大
和
國

古
市
礼
並
同
國
a[
山
礼
手
形
高
承
b
合
せ
候
處
古
市 

札
約
三
十
五
萬
餘
郡
山
礼
<
、
九
萬
兩
餘
通
用
致
候 

趣
當
所
の
札
大
和
へ
相
廻
り
そ
れ
ょ
り
南
紀
へ
通
用 

致

-®
趣
相
成
候
右
狍
兩
家
札
高
：ょ
り
も
相
增
可
申
嫩 

然
候
て
は
八
郞
右
衞
門
樣
御
名
前
も
有
之
候
事
离
一 

故
障
等
有
之
候
て
は
店
’々
所
用
筋
に
も
差
支
可
_
勿 

論
甚
大
切
の
*
ど
：存
じ
色
々
心
配
在
罷
堠
處
爲
稃
組 

の
中
に
も
同
様
深
く
案
じ
樣
々
及
內
談
候
^
 々

ミ
あ
る
ミ
晃
て
も
常
時
の
消
息
を
窺
ふ
を
得
ベ
し
。

:

,

(

此
.節
未
完)

英
國
穀
物
市
場
の
史
的
考
察
ニ)

同

木

uir

i « a

マ
ナ
ア
を
一
の
單
位
ミ
し
て
見
る
場
合
に
於
て
は
、

ァ
シ
テ
レ
ー
敎
授
の
云
ふ
が
如
く
ば
、
經
濟
的
觀
察
©
ょ 

な

見
：れ
；ば
"

マ
ナ
ァ
の
根
本
的
特
徵
た
る
も
の
は
其
自 

給
自
足
、其
社
會
的
獨
立
で
：あ
.
っ

:̂-
>
其

村

落

典

同

團

體
 

は
H
常
生
活
に
必
喪
な
名
す
ベ
，て
の
職
業
，
手
工
を
行 

ふ
A
々
を
包
含
し
た
。:'
通
#
の
英
國
村
落
の
由
民
は
V 

.年
々
歲
々
、
同
一
な
る
«
習
的
耕
作
方
法
^

*

«し
、
 

彼
等
.ヵ
^
產
し
た
る
皮
の
.も
の
に
ょ
.つ
.て
生
活
し
*
殆 

ど
外
界
ど
も
栩
接
觸
す
る
..己
ど
は
な
か
つ
た
の
で
あ 

，る
。
實
に
，
都
市
の
存
在
.そ
の
と
，と

.

は
> 
純
農
.業
的
諸
.

_ 

地
方
が
彼
等si

ら
の
消
費
に
要
し
た
る
も
の
ょ
り
も
以 

上
に
生
產
し
^
る
こ
マ」

を
示
す
。
穀
物
及
家
畜
は
規
則 

的
に
マ
ナ
广
の
領
主
及
其
他
官
に
ょ
つ
て
、
大
領
主
及 

諸
脚
體
が
實
物
支
拂
に
よ
ら
す
貨
幣
支
拂
を
望
む
に
时：

た
る
の
み
な
ら
ず
、
其
協
同
一
致
の
a
念
の
强
烈
な
る 

食
に
一
の
協
同
圓
體
毽
し
て
行
動
し
得
る
程
で
あ< 

た
。自

給
自
足
ど
協
同
一
双—

斯
く
の
如
き
は
即
ち 

0

全
體
€

し
て
の
マ
ナ
ァ
共
同
圓
體
の
主
要
特
徴
で

1 

つ
た
の
で
あ
る
。(Ashley : 

T
h
e

 

E
n
g
H
s
h

 

Economic 

History 

I
 

T
h
e
o
r
y

 v
o
l
.
L

 p. 

3
3, p. 

3
4
, p. 

3。

V 
 ̂

或
は 

prothero 

(
L
o
r
d

 

E
r
n
i
e
)

も
亦
、

マ
ナ
r
r 

於
け
る

土
地
#
作
者
は
彼
等
の
生
產
物
を
ば
販
寶
の
む 

め
に
作
る
に
あ
ら
ず
し
て
、
自
己
消
®
の
た
め
に
.作
っ 

た
。
各
マ
ナ
ァ
或
ば
村
落
は
孤
立
し
、
自
給
自
足
を
ー 

て
居
た
。
唯
、
都

會(
t
o
w
n
)

の
附
近
に
於
て
の
み
患 

場
產
物
に
^
す
る
何
等
か
の
市
埸
が
あ
っ
た
ば
か
り
で 

あ
る
ど
云
ふ
。(Lo

r
d 

E
m
l
e

 : E
n
g
K

s*F
a
r
l
g
,

 Past

る
に
つ
れ
て
は
、
益
々
其
量
を
增
し
、
遠
地
の
市
場 

：

さ

へ
も
送
ら
れ
た
。
而
も
村
：民
が
外
界
^
の
他
の
取
引
.

and 

Present 

P
,

じ

は
極
め
て
少
な
か
つ
た
の
で
ぁ
る
。「

 

此

及

P

3

f
の
場
合
に
於
て
共
こ
、 

此
I

は
其
自
體
に
於
て
"
具
體r

完

全

な

る

も

の

自

給

自

足(

I

I

I) 

f

語
は
絕
對
的
の
. 

第
支
卷
H

S

I
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雜

錄
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英
S

物
I

Q

I

I

.
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I
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雜錄英闽穀物拊
揚の史的黎察

 

s

m

I

五
こ 

の
に
あ
ら
す
し
て
ノ
例
令
鹽
"

タ
1

\ (

pr
J
-
y鐵
、
臼

過

を

見

た

い

ビ

思

ふ
0 

右
«

他
が
マ
ナ
ァ
の
外
部
ょ
4

»
ら
3

れ
た
る
こ
€
は 

P 

,

，認
め
て
：居

る

.0
„ 

自
由
村
落
典
同
國
體
ょ
り
、
眾
一
、
私
有
の
所
領
ょ 

,

孰
れ
に
も
せ
ょ
、
十
ナ
ァ
を一

の
诹
夂
㈤
井
冏
剛
體
メ
 

b
す
る
ャ
ナ
ァ
發
達
の
硏
究
に
加
ふ
る
に
、
具
.體
完
全

ど
し
て
«
察
す
る
を
常
ビ
し
れ
る
'が
爲
め
に
、
從

來

多|

な
る
マ
ナ
ア
が
多

«
.マ
ナ
,
の
.集
合
體
べ
«
張
せ
る
こ

-
.- 

)

く
の
史
家
の
硏
究
は
殆
？
全
く
、
::
一
の
單
位
ビ
し
て
の|

>&
の
硏
究
を
以
て
せ
ば
、
恐
らM

 
ニ®
の
マ
ナ
ァ
あ
る
、
 

マ
ナ
ァ
に
注
か
れ
、

マ
ナK

の
起
源
、

マ
ナ
ァ
內
部
の|

乙
€
を
示
す
で
あ
ら
ぅ
。

諸
踏
級
各
代
の
農
業
法
等
に
就
て
は
硏
_
せ
ら
れ
た
れ：|

:
.

郞
ち
、
第

1

の
も
の
：

は
：.

遂
に
K
集
合
體
の
一
部
S
な 

r
も
>
',
■マ
チ
ァ
相
瓦
W
及
び
都
市W.

の
關
係
、
殊

に

穀|

ら
ざ
.
0し
も
'の
に
：し
て
、
散H.

の
も
の
は
そ
の
マ
ナ
.ァ 

物
舞
給
の
關
係
に
つ
き
で
’は
硏
究
せ
ら
れ
た
る
こ
迟
極「

ヒ
な
b

b

_ょ
り
、

マ
ナ
ァ
の
相
互
侬
囑
、
述
繫
の
甚 

め
て
少
な
か
つ
た
の
で
あ
る
。： 

| 

.礎
0
上
に
組
.織
せ
ら
れ
、
代
常
管
既
農
業(

g
p
i 

先
づ
此
點
か
ら
出
.發
し
、
ナ
ナ
ァ
相
苴
間
の
關
係
等
| F

a
r
l
g
)
，

の
崩
壤
の
時
^
到
る
ま
で
斯
る
狀
.態
に
留 

の
外
部
的
方
面
を
觀
察
し
、
中
低
農
村
生
活
及
マ
ナ
ァ
ー
i

h

y

た
る
、
僧
院
僧
會
マ
ナ
ァ
の
集
合
で
あ
る
。
第
||ー
 

の
崩
壤
に
つ
き
新
な
る
考
衫
ゲ
な
せ
る
も
の
はN

.

 

S
:

1
：

の
も
の
は
、始
め
，食
料
貢
納
の
階
段
を
經
て
、後
に
マ
ナ 

w
- 

o

i 

- 

0
0
3 

ァ
相
互
的
組
織
の
一
部
マ
し
な
れ
る
、
你
界
规
界
の
|«
® 

(
1
9
1
4
}

で
あ
る
。
私
は
以
下
本
書
を
中
心
ミ
し
て
、
中

で

あ

る

。
若
し
此
分
解
に
し
て
疋
し
ぐ
ば
、
■
に
孤
立 

世
旅
に
近
世
初
期
に
於
け
る
英
國
穀
物
市
.場
發
達
の
經
的
な
る
も
の
は
策

1:
の
も
の
及
；び
第n

1

前
华
の
も
の
の

■■

f

?
冬

I

I

I
1

1

1

蜂

a
H 1

代'

I
f

I

!

1

I

!

!

み
で
あ
る
。
而
も
國
王
に
風
す
.る
俗
界
の
マ
ナ
ア
が
地 

ナ
が
諸
&
合
^
に
紙
織
せ
ら
れ
、其
本
領
マ
ナ
ア
9

d
 

m
a
n
o
r
)

に
阈
王
及
其
從
者
等
•か
行
き
て
興
所
得
を
消
費 

.す
る
も
の
な
ら
ば 

>
孤
立
に
あ
る
マ
ナ
ア
の
'«
は
«
す 

る
の
.で
あ
る
◊
斯
く
の
如
き
仕
組
は
他
の
諸
^
^
即
ち 

俗
界
僧
界
の
諸
領
主
に
®
す
る
：も
の
に
つ
い
て
も
亦
眞 

實
で
あ
：る
。
,'
.

初
期
の
ア
ン
グ
ロ
、
サ
ク
ソ
ン
時
代
を
除
き
、

マ
ナ 

ア
の
孤
立
は
通
則
た
る
1'
り
も
寧
ろ
例
外
f
eる
こ
e
、 

並
に
如
何
な
る
'時
に
於
て
も
倾
向
は
常
に
孤
立
を
離
れ 

V

相
互
的
マ
ナ
ア
關
係
に向

；；5
®

た
：る
乙

ビ

を
斷
言
す
；：
 

る
も
恐
ら
く
正
し
い
で
あ
ら
ぅ
。
之
は
マ
ナ
ア
相
a
間 

の
偶
時
的
關
係
に
‘據
る
に
あ
ら
ず
し
て
、
規
則
的
に
m
 

織
せ
ら
れ
、
殆V」

繼
續
的
交
通
の
存
し
た
る
こ.

V

に
.據 

る
の
で
あ
る
。(o

p
s
v
i
b
i
d
,
p
,

 

IO.IIy 

ぃ

茲
に
マ
ナ
ア
の
發
浪
の
»

_
に
資
し
、
.

0

に
'市
場
存 

在
0
問
題
の
最
古
の
徵
説
を
與
.ふ
べ
き

、
マ
ナ
ア
に
於

け
る
物
價
の
.比
.較
を
.得
ん
が
尨
め
、
其
資
料
の
最
も
精 

細
に
し
て
喪
赏
な
る
小
麥
を
0
み
€

b

,

て
見
る
。

1

ニa

八
I

 i

三
〇
〇
年
時
代
の
英
蘭
土
に
於
け 

る
小
麥
價
格
.の
移
動
を
南
英
、
ク
ィ
ン
チ
ユ
ス
タ
I 
(Winchester)

の
僧
犯
管
區
に
扇
す
る
多
數
の
マ
ナ
ァ 

(

其
數1

1

十
六
乃
至
四
十
四
を
ど
h
,て)

の
小
麥
販
寶
高 

に
摅
つ
て
其
槪
要
を
ー
ー
小
せ
ば
次
の
如
く
で
ぁ
る
。

1
'ニ
0

<
年

'ニ
志
八
片
四
分
ノ 

一
 
^

0

^
. 

一
- 
ー0
九

丨

ー

三

部

)

一
志
+
片 

p
r¥
lt
H
i:
0

e 

1

ニ I

四

丨

一

八

部
S

0

^

0

 

一
，ー

ニ

九

—

ニ

三

屯

三

志

九

片

ニ

分

ノ

一

 ̂

C
H
十1

の
マ
ナ
ア
|:
ょ
る〕

に
し
て
| 
ニ
〇
八
I

ニ
£
年
間
の
中
、
十
箇
年
に
つ 

§
て
の
右
平
均
價
格
は

一

ク
ォ
ー
タ

I
、
三
志
四
片
闺 

分
：ノ
ー1—

-足
な
>

、
' 

I 
ニ1

1视
1

四
八
铝
に
は
平
均
啤 

志一
1

片
。

一

ニ
四
九
^

―
*

九
八
年
間
の
屯
均
愤
格
は
一 

ク
ォ
J
タ
！
五
志
四
片
：四
が
ノ
一 

と
な
る
。
或
は
又
一

热
十
：八

卷

(

四
31
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英

M

錢
物
市
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史
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考
察

第
三
號

ニ
ニ
四
九
八
苹
間
を
ビ

K
Vて
見
れ
ば
、
五

志

ビ

な

| 

一
 

|
0八
|

一
 

五
年
間
の
低
價
は
一一

一〇
八
. 

り
。

一
ニ
〇
八——

ー
五
年
，
ニ
志
九
片
四
分
ノ
三
。
 

r

l
一
六——
五
六
年
間
に
：は
四
志
三
片
四
分
ノ 

一
0 

I 
ニ
五
七
-—

一
三
〇
〇
年
間
に
は
五
志
十
片
.四
分
ノ 

三
を
以
て
各
平
均
小
麥
價
格
^
す
る
。

右
に
ょ
り
て
各
年
代
の
：小
麥
價
格
騰
貴
率
を
見
れ
ば 

一
一| 
ニ
四——

四
八
年
間
に
は
:r
一
o
八—

一
一一一?

間
の
平
均
僧
格
ょ
り
も
ニ
，！

1! 

•九
^
の
增
加
。

一
ニ
四 

九
I

九
八
年
間
に
は
同
じ
く
五
七
*
六
^
の
增
加
ぁ 

り
、
^

一
二
五
七
丨―

一
三
〇
〇
年
間
に
は
ニ
1
0八 

I

I
五
年
の
平
均
®
格
の 

一
◦
八

*
八
^
の
堦
加
が

あ
つ
^
こ 

G
、
な

る(Gras 

ibidp. 

11-14)
-

.

.

. 

. 

.

.

.

h

M
も
吾
人
は
實
際
に
第
十
二
■世
紀
に
於
け
る
價
格
に 

っ
；き
て
知
る
所
な
き
が
故
に
、
第
十
三
世
紀
前
事
の
如 

何
な
る
部
分
が
最
も
代
表g

の
も
の
た
る
ベ
き
か
、

』

何
.な
る
部
分
を
同
世
紀
後
半
の
價
格
ビ
の
對
照
の
甚
礎 

€

な
す
を
最
善
と
す
る
か
を
一K

ふ
こ
迻
は
出
來
な
い
。
'

三
年
の
高
價
な
る
時
代
よ
b
も
、
第
十
二
世
紀
に
於
け 

る
偾
格
にr

層
近
き
價
格
平
均
を
持
つ
z

€

<̂
あ
ら 

ぅ
。
前
者
をV

i

る
z

€

に
よ
つ
て
、
假
令
m
つ
て
居
る 

S
し
て
も
、其

！！

り
は
緩
和
輕
減
の
方
向
に
居
る
。
從 

て
第
十
三
世
紀
前
半
に
は
小
麥
價
格
に
約
二
十
五
^
の 

騰
貴
あ
同
世
紀
後
半
に
は
五
：十
％
以
上
の
騰
貴
が 

あ
つ
.た
の
で
あ
る
。

•

尙
此
種
の
資
料
に
よ
り
て
.推
究
せ
ん
か
、1

ニ 

0
〇 

,―

一
三
〇
〇
年
間
に
於
け
る
"
每
エ
ー
力
ー
小
麥
生 

產
の
增
加
は
約
一
五
〇
％
に
し
て
、
生
產
せ
ら
れ
れ
る 

小
麥
中
賣
却
せ
ら
れ
た
る
名
の
の
此
率
增
加
は
約〗

五 

0

%
に
し
て
、
生
產
甘
ら
れ
た
る
小
费
中
寶
却
せ
ら
れ 

た
る
も
の
の
此
率
增
加
は
四
四
^
價
格
騰
貴
は
五
〇

 ̂

以
上
で
あ
る
。

然
る
に
斯
る
價
格
騰
貴
の
原
因
說
明
は
明
臌
で
V
 

い
。
し
か
し
此
時
代
を
通
じ
て
英
國
貨
幣
制
度
は
何
等

變
化
を
受
け
ず
、
又
度
量
衡
の
諸
單
位
に
も
何
等
の
變 

化
な
<
、.

且
っ
.明
に
貴
金
®
供
給
量
に
も
著
し
き
增
加 

.な
く
且
っ
穀
物
の
供
給
，は
;®
ろ
增
加
乙
そ
し
た
れ
、
少 

し
も
絕
對
的
減
少
は
な
か
っ
た
:;
0
從
て
菩
々
は
該
儐
格
.

騰
貴
は
小
麥
R

3
み
特
有
の
も
の
に
し
て
、
裸
麥
或
は 

大
麥
を
犠
牲
S
し
て
小
麥
の
消
費
の
增
加
に
原
因
し
た 

る
も
の
な
る
か
。
或
は
又
其
騰
貴
は
二
般
的
に
し
て
、

内
外
商
業
®
發
展
に
因
り
て
總
ベ
て
の
種
®
の
毂
物
の
.

需
要
增
加
に
因
り
た
る
か
。
0
孰
れ
か
に
結
論
し
得
る 

の
で
あ
る
。(ibid P. 

14-15) 

：

::
同
じ
，き
資
料
に
ょ
れ
ば
1
:
1
.
一〇
八——

九
年
に
產
出 

さ

れ
た
る
小
麥
中
、
賣
却
せ
ら
れ
た
る
小
麥
の
.割
合
は 

大
麥
0
割
合
の 

一
•
七
四
倍
:f
ぁ 

> ヽ
，一

ニ
九
九
一
I
 

1

三
〇
〇
：年
に
於
て
は
一
，
八
二
倍
で
ぁ
つ
た
。
裸
麥 

に
對
す
る
比
率
は1

•
ニ
五
.及
び
i
'o
o
五
倍
で
ぁ
つ 

た
。
之
等
を
平
均
す
れ
ば
、

1
ニ
〇
八
-

―

九
年
產
小 

麥
の
賣
却
比
率
は
大
麥
及
裸
麥
に
於
け
る
此
率
の
平
均

鹆
十
八
卷(

押
五
九〕

;:
雜，
錄莢闕駿物併堤の史的考隊

數
の1

•

五
倍
に
しV

、

又 
一
ニ
九
九——

一
三
〇
〇 

年
に
於
て
は
そ
れ
は 

一
0
四
.五
€
の
結
論
f
な
る
。
從 

て
.右
の
第
一
說
は
除
外
さ
る
ベ
&

も
の
^

恧
は
れ
る
。 

第
ニ
の
說
即
ち
內
外
商
藥
の
發
薜
殊
に
は
都
會
人
ロ
の 

增
加
に

ょ
る
需
要
增
加>

」

を

一
層
眞
に
近
き
說
明

で
あ 

る
ビ
思
は
れ
る
。
吾
，人
に
€
つ
て
は
、
マ
ナ
ァ
生
牽
物 

の
市
場
販
賣
の
，櫥
大
し
つ
、
あ
b
し
こ
ど
及
マ
ナ
ァ
組 

織
に
對
す
る

市
場
の
影
響
が
始
め

て
明
に
な
り
た
る
こ 

と
等
は
最
も
注
目
す
ベ
き
®
な
の
で
あ
る
。

先
づ
吾
人
の
問
題
ば
i

マ
ナ
ァ
が
規
财
的
に
其
生
產 

物
を
市
場
に
於
て
M

K
し
た
る
か
、
又
從
て
市
場
販
寶 

の
目
的
の
な
め
に
組
織
せ
ら
れ
た
卜
ぞ
沄
ひ
得
ベ
き
か 

否
か
を
發
見
し
、
其
何
時
の
と
ミ
な
る
か
を
知
る
こ
ど 

で
あ
る
。
 

'

マ
ナ
ァ
が
市
場
ど
密
接
の
關
係
を
な
し
つ
y

p

i
 

の
說
を
支
持
す
る
.證
左
は
，第
二
に
、
第
十
三
世
紀
を
通 

じV
、

大
量
の
又
增
加
し
行
ぐ
販
賣
萵
の
穀
物
が
代
官

笫
三
,

I

五
五



第
十
八
潘
ハ
四
六
9

雜
錄
英
闕
穀
物
市
撳
§
史
的
考
察 

0

$

 

ー
3£
六

記
錄
に
：記
載
さ
れ
て
居
る
«
實
で
あ
る
。
之
等
.の

記

錄
0

S

0

換
言
す
れ
ば
夙
く
も
マ
ナK

內
の
成
る
人 

は
勿
.論
、
唯
領
主
a
地の
穀物
の

§
^

を
0:
み示々
が

.、
' 其
餘
剩
作
物
の
？̂

に
规
則
的
に
從
事
す
る
、
' 

す
も
、
又
，他
に
同
じ
く
小
作
人
が
次
第
に
彼
等
の
穀
物
穀
物
商
人
ど
な
つ
た
の
で
あ
る(ibid. 

p. 

1
9)

地
代
を

貨
幣
地
代
に

代
へ
つ
、
あ
つ
た
こ
苽
の
酸
左
が 

>

 
ナ
ア
に
於
け
る
小
作
人
の
穀
物
輸
送
役
務
に
關
す 

あ
，る
。之
が
最
も
著
し
き
例
證
ぼ
、
英
»]

土
の
殆V

總

べ

|

る
規
則
ょ
6
昆
れ
.ば
、
‘
其
輸
送
は
時
,
最
も
近
き
市
場 

て
の
各
州
に
存
す
る
モ
領
地
小
作
人
の
場
合
に
し
て
、

\

に
、
或
は
州
內
の
總
べ
て
の
或
は
孰
れ
の
市
場
に
對
し 

旣
に
夙
く
浓
十
ニ
世
紀
頭
初
の
數
十
本
代
に
於
て
國
王|

て
も
な
さ
る
べ
き

も
の
な
b
し

e
共
に
、
屢

'
相
當
遠 

S
货
幣
的
契
約
を
な
し
た
の
で
あ
る
。
且
つ
又
牛
、
馬
、

M
な
る
特
定
の
地
が
記
錄
せ
ら
れ
て
あ
る
。
又
一
集
脚 

脉
等
を
慣
教
的
小
作
人
が
寶
ら
ん
が
た
め
化
は
許
可
を
一
の
：中
'の
或
ア
ナ
ア
が
穀
物
取
引
に
有
利
な
る
位
置
に
あ 

得
る
を

必
要
ど
し
た
れ
r

も
、
自
由

小
作
人
は
.云
ふ
に 

一
&

、
其
地

に
_
#;

か
送
ら
れ
て
賣
却
せ
ら
れ
た
る
實
例 

及
ば
す
、
惯
習
的
小
作
人
の
穀
物
賣
却
に
關
し
'て
は
：何

は

即

ち

、
ク
ィ

ン
チ
ェ
ス
タ
ー
僧
疋
管
區
に
風
す
る
マ 

等
の
制
限
を
も
發
見
さ
れ
な
い
.の
で
あ
る
。
實
際
に
於
.

ナK

集
刚
中
のS

o
u
t
h
w
a
r
k

の
マ
ナ
ア
で
あ
る
。
領 

て
.
N出
小
作
人
も
慣
習
的
小
作
人
も
其
®
物
及
び
領
主〜
主
耕
地
、
マ
ナ
ァ
所
員

‘の
.ホ
$
.
小
屋
及
他
の
マ
ナ
ァ
ょ 

,耕
地
の
耕
作
に
恶
せ
ざ
る
家
畜
は
、
殆
^
何
等
の
制
限
ぢ
來
れ
る
穀
物
が
其
地
に
て
賣
却
せ
ら
れ
る
。
ご
ニ 

な
く
し
て
賣
却
し
ft
や
ぅ
で
あ
る
。
第
十
三
世
紀
に
於
三

[

四
年
の|

年
間
に
ぽ
ー
を
？
&

の
マ
ナ
ア
ょ
り 

て
恐
ら
く
は
第
十
ニ
世
紀
に
さ
へ
も
、穀
物
商
0̂

0

8

は
小
麥
ニ
五|
ク
ォ
ー
タ
f
o w

s'c
o
m
b
e

マ
ナ
ア
ょ 

m
o
n
g
e
r
)

 

e
呼
ば
る
る
.村
落
民
で
あ
る
一
階
級
の
商
人
6
は
小
麥
2

1
八
ク
f

ク

丨

c 

H
a
r
w
e
l
l

マ
ナ
ア
よ

fi:
rj
v :

り
は
小
麥
四
a
ク
ォ
ー
タ
ー
が
其
地
に
集
ま
り
、
同

 ̂

少
ぐ
S
も
ニ
九
0
ク
ォ
1
タ
I

が
賣
却
皆
ら
れ
た
も
の 

ぞ
考
へ
ら
れ
る
。
其
數
年
前
に
は
之
等
の
三
，マ
ナ
ア
ょ 

り

、

小

麥

三

1

ニ
ク
ォ
ー
タ
ー
が
其
地
に
潇
ら
さ
れ
、
 

at

中 

一
®

一
ク
* 
I

タ
ー
半
は
其
地
に
於
て
使
用
さ
れ 

一
六
八
：

V

ォ
ー
タ
ー
は
賣
却
さ
れ
た
も
の
ミ
記
錄
さ
れ
：

乙
ビ
、
並
に
所
有
者
の
個
人
的
必
要
を
滿
.さ
ん
が
た
め 

に
中
央
或
は
本
領
マ
ナ
ァ
に
向

は
ん
ど
す
る

穀
物
の
流 

れ
气
領
域
的
市
場
取
引
組
：織
の
發
達
に
ょ
り
て
生
す 

る
他
-0
流
れ
€
が
相
.交
叉
し
た
る
.J

広
等
で
あ
る
。

:
货
物
の
單
な
る
寶
質
に
非
す
し
て
、
都
鄙
間
の
組
織
. 

的
交
換
ビ
し
て
穀
物
取
引
の
始
源
、
即

ら
規
則
的
电
場

V,
 
.
 — 
i
 

. 

.
 

. 

■
 

:
 ' 
- 
メ
 
- 
^

て
居
る」

'0
此
兩
激
の
場
合
に
於
：て
穀
物
は
本
姐
マ
ナ
ァ「

組
織
の
.始
め
'て
發
.生
し
た
る
大
體
の
.時
代
ど
し
て
は
第

に
向
は
ず
し
て
他
の
方
而
に
送
ら
れ
、
領
主
及
其
一
家

\ 

の
消
费
の
た
め
以
外
の
；
€
を
1
1
1
1
的
ビ
し
て
居
る
。
第

I 

,士
ニ
世
-*
6
頭
初
及
び
第
十
1
:
|世
紀
末
に
は
各
地
の
餘
剩I. 

穀
物
.が
地
方
的
取
引
の
み
な
ら
ず
、
穀
物
の
海
外
輸
出

\ 

を
も
な
さ
れ
左
る
こ

^
は
各
地
の
記
錄
に
存
し
、
ク
ィ

一
 

シ
チ
ュ
ス
タ
ー
僧
IP
..管
區
の
場
合
に
も
輸
出
さ
れ
た
も\

 

の
ど
記
さ
れ
て
あ
る
。

(ibid 

p. 

2
P
p
‘ 

2
1

-
2

2
)

)

之
等
0

實
例
に
ょ
つ

.て
示
さ
る
.る
重
.製
な
る
事
賞
は 

毂
物
^
對
す
る
市
場
が
存
狂
し
た
る
ヒ
ビ
'、t

ナ
ァ
m 

織
が
自
ら
市
場
取
引
0

諸
條
件
に
適
合
せ
ん
ビ
し
た
る

十
二
世
紀
初
期
の
頃
で
ぁ
る
こ
^
を
示
す
べ
き
事
實
ビ 

し

.て
は
先
づ
第
一
に

は

、

貨
幣
®
#

♦か
旣
に
其
時
ま 

で
に
充
分
存
在
し
役
務
の
貨
幣
代
納
の
始
ま
り
た
る
こ 

i

第
一
一
に
は
其
時
代
に
都
市
に
於
け
る
商
入
が
ギ
ル 

ド
を
組
織
し
始
め
、
，國
王
ょ
&
市
：揚
の
諸
特
權
を
f
 

し
た
る
こw

で
あ
る
。

兹
に
於
て
グ
ラ
ス
敎
授
は
云
ふ
、
•決
す
べ
ざ
の
問
題 

は
、
自
給
自
足
或
は
穀
物
g

tt
織
的
：交
換
、
孰
れ
が
通
：
 

贝
に
し
て
、
孰
れ
が
例
外
た
.̂

か
を
決
す
る
Z
ミ
に
は 

非
ず
：し
て
'

穀

物

組

織

的

：
交

換

，
は

第

十

一

|

世

紀

以

降'

第
十
S

I

:8
.$)

.

雜
.
錄
其
國
馨
市
勘
の
史
的
考
察

0
0

1

五
七
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十
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四
六
ニ
：

>

新
刊
紹
介 

マ
ナ
ア
組
織
の

一

の
標
準
的
形
態
た
る
に
到
り
し
こ 

ビ
、
並
に
マ
ナ
ァ
生
活
の
'一
面
は
地
方
的
市
場
の
れ
め 

の
生
產
に
あ
る
乙
ビ
を
.指
摘
す
る
こ
ド
-で
あ
る
。
此
商 

業
を
®
し
く
大
に
見
る> J

ミ
は
如
何
な
る
旣
知
の
事
實 

ミ
：も
相
容
ざ
る
ど
し
.て
も
：、
唯
問
題
は
其
商
業
取
引
が 

組
織
的
の
も
の
で
あ
り
、
從
て
規
則
的
に
し
，て
，
決
し
' 

て
偶
時
的
の
4
0

の
で
な
い
ど
：云
ふ

W
で
あ
る
。(ibid.

で

22-4) 

(
未
完)

第
義

1

五
八

新

刊 ;

料

マ

ル

ク

ス

ン

ゲ

：ル
ス

遺

稿
 

本
年
一
月
四
日
發
行
の-International Press corres- 

p
o
n
d
s
c
e

に
揭
げ
ら

れ

T2
左
の
記
事
は
マ
,
ク
シ
ズ
ム 

.研
究
者
の
興
味
を
惹
く
に
足
る
も
の
で
あ
ら
ぅ
。
日
く
。

同
志
o B. R

y

 ^san o
v

 

は
そ
のg

a
r
x

 

及
びw

ngels 

の
未
刊
稿
を
說
索
し
て
ゐ
た
獨
逸
炉
ら
歸
つ
て
、
莫
斯 

科
の
社
會
主
'義
ア
力

デ
ミ
イ
で
調
査
の
結
來
に
關
す
る

講
演
を
試
み
‘た
。
此
講
演
か
ら
編
輯
者
は
次
の
狭
鈔
を 

揭
記
す
る
。

M
a
n
e

及

びw
n
g
e
l
s

の
.遺
稿
は
、其
保
管
^
托
せ
ら 

れ
た
者
に
依
て
®
し
い
不
注
ff
l
を
以
て
取
扱
は
れ
た
ぅ 

|

手
稿
は1

伯
林
"
偷
敦
及
び
獨
逸
抑
會
民
主
黨
文
庫
に 

散
在
しV

居
る
。M

a
r
x

及

び

E
n
g
e
l
s

が
»
逸

/|
«
1

;
# 

|

民
主
黨
に
遺
し
れ
夥
し
い
藏
書
は
殆V」

全
く
散
佚
に 

|

歸
し
て
ゐ
る
。
此
遺
贈
の
.管
理
人
た
るBernstein

並 

\

にB
e
b
e
l

は
自
ら
其
の
：絕
對
的
.所
有
者
ビ
心
得
て
、
そ 

|

れ
を
其
隨
意
に
處
分
し
た
の
で
ぁ
る
。M

e
h
d
n
g

は
潆 

の
爲
め
に
此
等
遺
稿
の
硏
究
に
從
事
し
た
最
初
の
人
で 

\

ぁ
つ
た
。
'彼
れ
が
出
版
す
る
所
の
遺
稿
集
中
に
發
見
せ 

| 

.

.
^
れ
る
大
な
る
缺
陷
は
、
原
稿
を
精
密
す
る
こ
^
を
必 

|
要
艺
す
る
も
の
.
\如
<
で
ぁ
つ
た
が
、
終
に
予
を
し
て 

一
之
を
行
ふ
こ
ど
を
決
心
せ
し
め
た
も
の
は
、
0

B-deuts

丨
 

一che Ideologie 

(

驻〕

の
不
完
全
小
正
確

、

c 

Ludwl.g 

Feuerbach 

:

に
對
す
る
序
文
中
にE

n
g
e
l
s

が
原
稿 

に

言

及

し

て

ゐ

る

乙

一
 
九」

八
年
に
出
た
i

,
 

H
n
g

のs
a
n
f
c

i:
關
す
る
小
册
子
、
及
び
最
後
に
一
九

J

九
年M

a
y
e
r

が
公
！

i

し
たE

n
g
e
l
s

傳
で
、
其
中
の 

D
i
e

 

deutsche 

I
d
e
o
l
o
g
i
e

に
言
及
す
る
或
頁
は
明
に
新 

發

見

を

含

ん

で

居

れ

の

で

あ

る
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せ
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條
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。
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す
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あ
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献
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。
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。
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